
国
・
首
長
の

支
配
の
下
に

「
改
正
」
案
は
、
教
育
委
員

会
を
形
式
的
に
は
執
行
機
関

と
し
て
残
す
も
の
の
、
重
要

な
権
限
は
首
長
が
握
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内

容
は
、

○
「
教
育
の
大
綱
的
な
方
針
」

を
策
定
す
る
権
限
を
首
長
と

す
る

○
大
綱
的
な
方
針
を
協
議
す

る
た
め
に
首
長
が
主
宰
す
る

「
総
合
教
育
会
議
」
を
設
け

る
、

○
教
育
長
と
教
育
委
員
長
を

統
合
し
、
新
「
教
育
長
」
と

す
る
、
新
「
教
育
長
」
の
任

期
を
３
年
と
し
、
首
長
が
議

会
の
同
意
を
得
て
任
命
・
罷

免
で
き
る

重
要
な
教
育
委
員

会
の
役
割

戦
後
、
教
育
委
員
会
は
、
民

主
的
な
制
度
と
し
て
発
足
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、

選
挙
で
教
育
委
員
を
選
ぶ
公

選
制
が
廃
止
さ
れ
る
な
ど
、

歴
代
の
自
民
党
政
権
に
よ
っ

て
、
形
骸
化
が
す
す
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
な
お
、｢

首
長
か

ら
の
独
立
性
」
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

多
く
の
教
育
委
員
会
は
、
安

倍
首
相
ら
が
賛
美
す
る
教
科

書
を
え
ら
ん
で
い
ま
せ
ん
。

｢
全
国
学
力
テ
ス
ト｣

に
つ
い

て
も
、
平
均
点
の
公
表
や
競

争
の
エ
ス
カ
レ
ー
ト
に
は
慎

重
で
す
。

ま
た
、
橋
下
大
阪
市
長
の
思

想
調
査
に
対
し
、
教
育
委
員

会
の
反
対
で
教
職
員
へ
の
調

査
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
た
こ
と

な
ど
、
教
育
委
員
会
の
自
主

的
権
限
を
発
揮
す
れ
ば
、
一

定
、
子
ど
も
と
教
育
を
守
る

こ
と
も
で
き
る
の
が
現
行
の

制
度
で
す
。

橋
下
大
阪
市
長
が
知
事
時
代

に
「
ク
ソ
教
育
委
員
会
」
と

罵
倒
し
た
よ
う
に
、
安
倍
首

相
や
橋
下
市
長
の
よ
う
に
教

育
を
支
配
し
た
い
勢
力
に
と
っ

て
は
邪
魔
な
制
度
な
の
で
す
。

今
回
の
「
改
正
」
案
は
、
首

長
に
よ
る
政
治
支
配
だ
け
で

な
く
、
国
の
介
入
と
合
わ
せ

て
、
教
育
に
お
け
る
地
方
教

育
行
政
の
自
主
的
権
限
を
奪

い
、
国
や
政
治
家
の
意
向
に

沿
っ
た
教
育
へ
と
転
換
す
る

も
の
で
す
。

こ
の
大
阪
で
今
、
や
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
全
国
に
広
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

★
署
名
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

〒561―0874

豊中市長興寺南3－5－2
TEL（06）6865－3190 FAX（06）6865-3191

Eメール zenkyo-toyonaka@tcct.zaq.ne.jp

Ｗeｂページ

http://www.tcct.zaq.ne.jp/zenkyo-toyonaka/
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とよなか
豊中教職員組合 子

ど
も
達
の
豊
か

な
成
長
・
発
達
の

た
め
に
皆
で
力
を

合
わ
せ
ま
し
ょ
う
！

首
長
の
権
限

大
幅
強
化

許さない！ 教育委員会改悪法

ねらいは 教育委員会を弱体化！
安
倍
内
閣
が
最
重
要
課
題
と
す
る
教
育
改
革
の

一
つ｢

教
育
委
員
会
制
度
改
革｣

を
盛
り
込
ん
だ
地

方
教
育
行
政
法
改
正
案
が
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い

ま
す
。

戦
後
、
教
育
へ
の｢

政
治
的
中
立｣

を
維
持
す
る

た
め
、
首
長
と
切
り
離
し
て
運
営
さ
れ
て
き
た
教

育
委
員
会
制
度
を
大
き
く
変
え
る
も
の
で
す
。



しんぶん赤旗より


